
在
日
朝
鮮
人
の「
帰
国
」政
策

　
　
　
［
抜
粋
］

第
一
章　

終
戦
直
後
の
帰
国
者
数
と
日
本
政
府
の
政
策

　

一　

帰
国
者
数

　

二　

終
戦
に
伴
う
日
本
政
府
の
政
策
と
対
応

　

三　

帰
国
の
選
択
―
労
働
者
、軍
人・軍
属
、「
一
般
人
」の
帰
国
と
残
留
―

第
二
章　

帰
国
援
護
体
制
の
形
成

　

一　

日
本
政
府
に
よ
る
援
護
体
制

　

二　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
政
策

　

三　
「
厚
生
省
地
方
引
揚
援
護
局
」の
設
置
と
帰
国
援
護
事
業
の
展
開

第
三
章　

下
関・仙
崎
港
周
辺
の
状
況
と
山
口
県
の
対
応

　

一　

終
戦
直
後
の
下
関
と
仙
崎
港
付
近
の
状
況

　

二　

山
口
県
内
在
住
朝
鮮
人
の
状
況
と
山
口
県
の
対
応

　

三　

山
口
県
の
朝
鮮
人
帰
国
者
へ
の
援
護
活
動

　

四　

下
関
と
仙
崎
に
お
け
る
朝
鮮
人
団
体
の
援
護
活
動

第
四
章　

博
多
港
周
辺
の
状
況

　

一　

博
多
港
に
お
け
る
軍
人・軍
属
の
帰
国

　

二　

労
働
者
と「
一
般
人
」の
帰
国

　

三　

福
岡
県
在
住
朝
鮮
人
と「
民
生
課
」の
対
応

第
五
章　

舞
鶴
と
佐
世
保
に
お
け
る
帰
国
援
護
体
制

　

一　

舞
鶴
に
お
け
る
援
護
体
制

　

二　

崔
碩
義
氏
に
よ
る
証
言

　

三　

佐
世
保
に
お
け
る
援
護
体
制

第
六
章　

大
阪
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
帰
国

　

一　

終
戦
前
後
の
大
阪
府
の
状
況

　

二　

大
阪
府
に
お
け
る
帰
国
希
望
登
録
調
査
に
よ
る「
計
画
輸
送
」の
開
始

　

三　

大
阪
府
に
よ
る
再
渡
航
者
対
策

第
七
章　

�

南
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
米
軍
政
庁
の
帰
国
者
受
入
政
策
と
日
本
の
再

渡
航
者
対
策

　

一　

朝
鮮
米
軍
進
駐
以
前
の
南
朝
鮮
に
お
け
る
帰
国
者
受
入
状
況

　

二　

朝
鮮
米
軍
政
庁
帰
国
者
受
入
担
当
部
署
と
外
事
局
設
立
に
至
る
経
緯

　

四　

外
事
局
に
よ
る
朝
鮮
人
帰
国
者
の
援
護
活
動

第
八
章　

日
本
に
お
け
る
再
渡
航
者
対
策

　

一　

日
本
に
お
け
る
再
渡
航
者
数
と
そ
の
理
由

　

二　

海
上
に
お
け
る
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
朝
鮮
人
再
渡
航
者
対
策

　

四　

朝
連
報
告
書
に
見
る
再
渡
航
者
の
状
況

年
表　

日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
帰
国
政
策
を
中
心
に

内
容

本
書
は
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
終
戦
直
後
の
在
日
朝
鮮
人
の
「
帰

国
事
業
」
を
、送
出
側
の
日
本
政
府
・Ｇ
Ｈ
Ｑ
等
の
帰
国
援
護
政
策
・

実
態
と
受
入
側
の
南
朝
鮮
の
米
軍
政
庁
等
の
援
護
体
制
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
朝
鮮
人
の
労

働
者
、
軍
人
・
軍
属
、「
一
般
人
」
の
帰
国
者
数
と
日
本
政
府
の

帰
国
援
護
政
策
を
検
討
す
る
。
終
戦
直
後
か
ら
翌
年
末
ま
で
に
約

一
四
〇
万
人
の
朝
鮮
人
が
帰
国
し
た
。
そ
の
内
の
約
九
割
が
四
六

年
三
月
ま
で
の
短
期
間
で
大
量
に
帰
国
し
た
。
混
沌
と
し
た
こ
の

状
況
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
第
二
章
で
は
日
本
政
府
及
び
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
帰
国
援
護
体
制
の
形
成
過
程
を
検
証
す
る
。
第
三
・
四
章
で

は
、
中
央
の
援
護
体
制
に
対
応
し
、
送
出
港
を
持
つ
自
治
体
、
こ

こ
で
は
山
口
県
の
下
関
・
仙
崎
と
福
岡
県
の
博
多
で
の
援
護
活
動

を
考
察
す
る
。
第
五
章
で
は
京
都
府
の
舞
鶴
と
長
崎
県
の
佐
世
保

で
の
帰
国
業
務
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
六
章
で
は
在
日
朝

鮮
人
が
最
も
多
い
大
阪
か
ら
の
帰
国
実
施
過
程
を
考
察
す
る
。
第

七
章
で
は
南
朝
鮮
側
の
帰
国
者
受
入
体
制
の
政
策
と
実
状
を
明
ら

か
に
す
る
。
第
八
章
で
は
日
本
に
お
け
る
再
渡
航
者
の
帰
国
対
策

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
日
本
政
府
が
朝
鮮
の
植
民
地
支
配
及
び
戦

時
の
強
制
労
働
動
員
、
兵
役
動
員
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
た
め

の
戦
後
最
初
の
政
策
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
の
「
帰
国
事
業
」
の
問
題

点
を
探
る
。

●
Ａ
5
判
・
上
製
・
函
入　
　

●
定
価
＝
本
体
四
、〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
9
7
7
4
-3
3
2
-5

　

C
3
0
2
1

　

¥
4
0
0
0
E

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎03（3579）5444
振替 00140-8-56567
［消費税が別途加算されます］

鈴
木
久
美
著［
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
］［
二
〇
一
七
・
九
刊
］

 

―
一九
四
五
年
～一九
四
六
年


